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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 の 表 面 に 砥 粒 吹 付 け 加 工 を 行 っ た 後 、 前 記 ア ル
ミ ニ ウ ム 管 の 表 面 を 、 ３ ０ ％ 圧 縮 応 力 が １ ５ ～ １ ０ ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ ２ 、 気 孔 径 が １ ０ ～ ５ ０
０ μ ｍ の 多 孔 性 軟 質 体 か ら な る こ す り 材 を 押 当 て て こ す る こ と を 特 徴 と す る 感 光 ド ラ ム 基
体 用 無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 の 表 面 処 理 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 多 孔 質 軟 質 体 は 、 Ｐ Ｖ Ａ 系 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 系 樹 脂 、 ポ リ エ ー
テ ル 系 樹 脂 、 酢 酸 ビ ニ ー ル 系 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 樹 脂 の う ち の い ず れ か に よ っ て 形 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 感 光 ド ラ ム 基 体 用 無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 の 表 面 処 理 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

前 記 無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 と こ す り 材 と の 接 触 部 に 純 水 ま た は 界 面 活
性 剤 を 吹 き 付 け る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 感 光 ド ラ ム 基 体 用 無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 の 表
面 処 理 方 法 。

前 記 こ す り 材 は 円 筒 形 で あ り 、 前 記 無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 に こ す り 材
（ １ ） を 押 当 て て こ れ ら を 回 転 さ せ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 感 光 ド ラ ム 基 体 用
無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 の 表 面 処 理 方 法 。

前 記 こ す り 材 は シ ー ト 状 で あ り 、 こ す り 材 を ロ ー ル 状 に 巻 き 取 り 、 一
定 速 度 で 送 り な が ら 無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 に 接 触 さ せ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の
感 光 ド ラ ム 基 体 用 無 切 削 ア ル ミ ニ ウ ム 管 の 表 面 処 理 方 法 。
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